
タイトルのTuuli（トゥーリ）とはフィンランド語で風を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。 
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 至誠キートスホーム（幸町4-14-1）でボランティア講座が行われます。どうぞご参加ください。 
第1回 11月  2日（水）  特別養護老人ホームの仕組みとボランティア活動への期待 
                   講師：至誠キートスホーム園長 栗原文男 
第2回 11月  9日（水） 認知症講座/認知症サポーターになるための講義 
第3回 11月16日（水） 介護実技講習/車いすの操作・食事介助の方法 
第4回 11月30日（水） ボランティア活動体験 
受講希望者は直接キートスホームへお申し込みください。 電話：042-538-2323  担当：大西 

 
 
 

 

 今年も無事バザーが終了致しました。晴天に恵まれ、地域の方にも大勢お越しいただきました。事前の値
付け作業では32名、そして当日は138名、総勢170名ものボランティアさんにバザーを支えて頂きました。皆
様方のお力添えなくては成り立たない行事です。本当にありがとうございました。 
 

 車椅子を押してくださる方、売り場での売り子さん、裏方としてゴミを洗って分別してくださる方、似顔
絵を描く方、ネイリスト（爪のマニキュア）、ステージで南京玉すだれや楽器の演奏や歌を披露してくだ
さった方々など、それは多くの所で働いてくださっているボランティアさんを見かけました。 
 

 働くとは傍（はた）の人を楽（らく）にすることだそうです。皆様方の「はたらく」力はどんなに大き

かったことか！お陰様で、大勢の方々の笑顔が生まれました。本当に有難うございました。  

    

 今年も特養で『ボランティア活動報告会』を行います。大勢の 
ボランティアさんが、多様な活動で特養を支えてくださっています。 
毎年少しづつその活動をご紹介していきたいと思っています。 
 

 本年度は、活動の拠点は武蔵村山、というグループ『中藤ボランティア会』の 
方々にお越しいただき、どのような活動をして下さっているのか、ご報告いただきます。どうぞ 
お楽しみにお越しください。 
 

 また今年3月には、東日本大震災がありました。その折に至誠ホームの職員も現地でボランティア活動
を行いました。その報告も併せてさせていただきます。 
 

 ボランティアさんや特養利用者のご家族の皆様方に職員をまじえ、ご一緒に楽しい時を過ごしたいと思
います。どうぞ皆様お誘い合わせの上、ご参加くださいますようお願いいたします。 
 

日 時 ： 平成2３年11月1７日（木）１４：００～１５：００ 
場 所 ： センター4階 研修室 
内 容 ： ボランティア活動の発表（中藤ボランティア会 代表 小川 治代氏） 
            至誠ホーム職員による被災地でのボランティア活動の報告 
                 （特養3階主任 小澤 宏之ほか） 

      懇親会 
参加費 ： 無料 
申込み ： ボランティアコーナーまでお申し込みください。 

特 養 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 報 告 会 開 催 の お 知 ら せ 

至 誠 キ ー ト ス ホ ー ム で の ボ ラ ン テ ィ ア 講 座 の お 知 ら せ 
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連絡先 

ドイツからのボランティアさん 

 日 にち：平成２３年１１月６日（日）    ◆ 上映作品：上を向いて歩こう 
 上映時間：１４：００～１５：４０             ◆ 送迎のための集合時間：１３：３０  
 

場 所：センターホール２階 
 

特養入居者の居室からセンターホール２階までの送迎をお願いします。 
 

坂本九、吉永小百合、高橋秀樹などの豪華キャストです。利用者のみなさんとともにと共に大画面で
映画をお楽しみください。 

 

 
 

映 画 会 開 催 の お 知 ら せ と送 迎 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 

 毎年夏に1ヶ月ほど、至誠ホームでボランティア活動をして、今年で4年目に 
なるドイツからのボランティア、シュナイダー由貴さんをご紹介します。 
 

 由貴さんはお母様が日本人で、お父様がドイツ人です。日本をボランティア先に 
選んだ理由は「日本が大好き」だからです。ドイツでは訪問看護師の仕事をしています。 
6年前、広島にあるグループホームで初めてボランティアをし、4年前からは至誠キートスホームで
そして今年は錦でも活動をしました。 
 

 介護の仕事について伺いました。「年を重ねていくと、今までできていたことができなくなった
り、大変になってきたりします。私の仕事はそれを受け止めて、しっかりと見て、助けることです。
ちょっとした声かけでその苦労を溶かすことができます。訪問看護ではお薬で体のケアを、そして
面白いものを取り入れることで心のケアをします。人生、大変なことが多いですが、面白い事もた
くさんあります。訪問先のお年寄りと楽しいことを見つけ、一緒に笑うことがとても大切だと思い
ます。」 
 

 日本についても伺いました。「今年3月に大震災があり、私が日本に来ることを、家族も友達も
とても心配してくれました。でも来るのをやめようとは思いませんでした。単に旅行で日本に来る
のでは学べないことをいっぱい学んでいます。至誠ホームには言葉がないほどありがたいと思って
います。毎年、私が来ると、まるで家族のように暖かく迎えてくれます。おかげで日本語も上手に
なってきました。」 
 

 ドイツでのボランティアについて伺いました。「ドイツでは、残念ながらボランティア活動は 
あまり盛んではありません。至誠ホームで大勢のボランティアさんが働いていることは、とても素
晴らしいことだと思います。年をとると人生が狭くなってきますが、ボランティア活動をすると、
新しい仲間が見つかり、人生が広がります。そして自分の力がまだまだ人の役に立てるということ
に気が付きます。とても大事なことです。」 
 

 由貴さんは今年もまた大勢の新しいお友達を作ってドイツに帰って行きました。来年もまたきっ
と来てくださることでしょう。楽しみに待ちたいと思います。 

フ ィ ン ラ ン ド か ら の 研 修 生 を 迎 え て い ま す 

 本年度もまた、フィンランドから研修生が至誠ホームにいらっしゃっています。パイビ・レヘトネ

ンさんとミリヤ・エララウッコさんです。3月に来日の予定でしたが震災のため、延期になってきま
した。パイビさんは看護師、ミリヤさんは准看護師です。10月7日から10月28日まで滞在の予定で
す。 
 お二人をお見かけになりましたら、暖かい笑顔でお迎えください。どうぞよろしくお願い致します。 
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